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内容の要旨及び審査の結果の要旨
根性坐骨神経痛に対する選択的腰仙部神経根ブロックでは，病変部位より末梢でブロックを行っているにも関わら
ず，痔痛の改善が認められる。この事実は，根性坐骨神経痛の発現には，病変部位より末梢の神経が関与しているこ
とを示唆するものである。本研究は，病変部位より末梢を通過する電位が根性坐骨神経痛の発現に関与していること
を明らかにする目的で行った。
選択的腰仙部神経根ブロックでは，病変部位である神経根から約５cm末梢という比較的近傍に局所麻酔剤の注入が
行われているため，局所麻酔剤が病変部位まで浸潤している可能性を否定できない。そこで，まず臨床的検討として，
根性坐骨神経痛を有する腰椎椎間板ヘルニア患者19例に対して，リドカインと生理食塩水を用いて病変部位よりはる
かに離れた総腓骨神経で神経ブロックを行った。４点満点の痙痛スケールを用い，ブロックの前後で評価を行った。
リドカイン群では，坐骨神経痛が平均3.1点から0.6点に改善したのに対し，生理食塩水群では，3.0点から2.6点に変
化したのみであった。この結果より，根性坐骨神経痛の発現には病変部位より末梢の神経が関与していることが推察
された。次に，実験的検討として，成熟イヌの坐骨神経を切断し，その末梢に刺激電極を設置し，刺激電極の５cm末
梢に記録電極を設置して電位を観察した。その結果，潜時の異なる３種の電位が観察された。神経伝導速度を計算す
ると，第一波はＡ線維の複合活動電位であり，第二波はＣ線維の複合活動電位であると推定された。記録電極より末
梢で神経を切断すると，第三波のみが消失した。また，刺激電流を低下させると，第二波と第三波が同時に認められ
なくなった。さらに記録電極を２か所に設置すると，第二波は中枢側の記録電極より末梢側で遅れて認められるのに
対し，第三波は末梢側の方が早く出現した。したがって第三波はＣ線維の電位が皮膚から反転してきた波形と考えら
れた。
以上の成績は，病変部位である神経根から発生する電位の中で，末梢方向へ伝播し皮膚で反転してくる成分が，根
性坐骨神経痛の発現に－つの役割を果たしていることを示唆している。本研究は，これまで報告のない複合活動電位
の発見と，皮膚の神経終末での神経ブロックで根性坐骨神経痛に対し除痛が得られる可能性を示した点で，電気生理
学と坐骨神経痛の治療に寄与するところの大きい労作と評された。
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